
 

年度実施された学習到達度調査（PISA）の結果が公表されました。日本の高校 1 年生の読解力は 15 位と、

3 年前の調査からさらに低下したことが大きく報じられました。高校性の読書量が減っていること、本を

読む生徒の読解力が高いことも改めて注目されましが、皆さんの読書生活はどうでしょうか。立場上、あまり「読

解力をつけるために本を読みましょう」とは言いたくありません。しかし、「本を読むことで読解力が上がる」の

は確実だと思います。運動しないと運動能力が低下するように、読まないと読めなくなる、表現しないと表現で

きなくなる。そうなる前に、本を読む習慣を身につけてほしいと切に願います。冬休み前に、ぜひ図書館へ！ 

 

◆開館日＆開館時間 

月 火 水 木 金 土 日 

12/23 12/24 終業式 12/25 12/26 12/27 12/28 12/29 

← 通常どおり開館 → ← 開館時間 朝8:15～夕方17:00 → ←― 休館 ―→ 

12/30 12/31 1/1 1/2 1/3 1/4 1/5 

←―――――――――――――― 休館 ――――――――――――――→ 

1/6 

休館 

1/7 1/8 始業式 1/9 1/10 1/11 1/12 

休館 ←―― 通常どおり開館 ――→ ←― 休館 ―→ 

 

◆12/11～12/25の間に借りた本の返却日は、1/8（始業式の日）です。 

◆上記期間中の貸出冊数の上限は 10 冊！通常の２倍です！！ 

 

 

 

 

 

 

 

『ぼくはイエローでホワイ

トで、ちょっとブルー』少

年の心に寄り添いながら。 

  

 

 

 

 

 

『国境のない生き方』自由

で危うくて、きっととびき

りカッコイイ生き方。 

    

 

 

 

 

 

『短歌ください』思いを定

型（5・7・5・７・７）で

表すことの難しさ、美しさ。 

  

 

 

 

 

 

『食堂かたつむり』あたた

かい気持ちになりたいとき

は、ひとまず食事と読書。 

 

今年度着任された先生方に 

本を紹介していただきます。

今回は… 先生（数学科/硬式野球部/1-1副担任）のイチオシ本です！ 

 

『土漠の花』（月村了衛/著、幻冬舎文庫 2016 年） 

ソマリアに派遣中の陸上自衛隊第１空挺団の隊員たちに与えられた墜落ヘリの捜索救助任務。そこに 

命を狙われている女性が駆け込んできて、隊員たちは戦闘に巻き込まれていく―。極限下で、次々と試練 

が降りかかるなか、隊員たちは生きて活動拠点に戻れるのか？ 

憲法改正・自衛隊の海外派遣が行われようとしている今日において、これがフィクションではなくなる 

日が来るのかもしれない。もしかしたら、自分たちが知らないだけでもうすでに起こって 

いるのかもしれない。そういうことも考えて、選挙に行かないといけないなぁと 

思った作品です。 

本の スリリング度 … ★★★★★ 

 

 

前々号の「図書窓」で紹介した、マイケル・ファラデーの『ロウソクの科学』。浜高図書館に 3冊所蔵している

のですが、報道の影響もあってか注目度が高く、一時は 3冊とも借りられるほどでした。返却時に感想を訊くと、 

「面白かった」「興味深かった」という人もいれば、「難しかった」という人も。「本の内容がちゃんと理解できる

ように、もっと勉強しようと思った」という人もいましたね。それでいいのだと思います。誰かをきっかけに本

を知り、本をきっかけに様々なことに興味が広がる。そこから皆さんの選択の幅が広がっていくのです。 

 このたびの『ロウソクの科学』ブームのきっかけとなった吉野彰さんのインタビュー記事が、先日の新聞に掲

載されていました。「何で勉強しないといけないの？」という疑問を感じたことのある人は、ぜひご一読あれ！ 
 

 

 

913『まぁちんぐ!  吹部! #2』 赤澤竜也/著           ┷913『珈琲店タレーランの事件簿 6』 

┷913『文豪ストレイドッグス BEAST』                  岡崎琢磨/著 

┷913『文豪ストレイドッグス 太宰、中也、十五歳』        ┷913『戦旗不倒（アルスラーン戦記 15）』 

朝霧カフカ/著                                 田中芳樹/著 

┷913『よろず占い処陰陽屋百ものがたり』天野頌子/著        913『ツナグ 想い人の心得』辻村深月/著 

┷913『記憶屋 0』織守きょうや/著                  ┷913『死亡フラグが立ちました! 3』 

913『祝祭と予感』恩田陸/著                          七尾与史/著 

★『蜜蜂と遠来』のスピンオフ短編集。               913『昔話法廷 Season4』 

913『ホーンテッド・キャンパス 16』櫛木理宇/著              NHK E テレ「昔話法廷」制作班/編 

913『タスキメシ-箱根-』額賀澪/著         ※裏面に入りきらなかったのでこちらでご紹介。続きは裏面へ⇒⇒⇒ 
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【進路・受験に関する本】 
031『現代用語の基礎知識 2020』 

自由国民社/編集 

304『文藝春秋オピニオン 2020 年

の論点 100』 

327『弁護士・検察官・裁判官の一日』 

WILL こども知育研究所/編著 

┷366『フリーランスで生きるという

こと』川井龍介/著 

★自由と責任の間で奮闘するフリーラン

ス。その実態とは。 

760『新・音楽とキャリア』 

久保田慶一/著 

780『スポーツの現場ではたらく』 

小松ゆたか/著 

★ドクター、トレーナー、栄養士など、選

手を支えるスタッフの姿に迫る。 

816『小論文これだけ! 模範解答経

済・経営編』樋口裕一/著 

 

【情報科学】 

007『人工知能時代を<善く生きる>

技術』堀内進之介/著 

★便利さの一方で生じるさまざまな問題。

技術革新時代をどう生きるべきなのか。 

 

【百科事典】 

033『博学王』DK社/編集 

★地球の構造、古生物、超音速の世界など、

あらゆるジャンルの 80 テーマをビジュア

ルとともに解説。 

 

【島根に関する本】 
092.9『山陰の戦国史跡を歩く 島根

編』加賀康之/著 

★浜田をはじめ、島根の史跡を訪れたい人

は、お出かけ前にこちらの１冊をどうぞ。 

 
【日本史】 
210.1『一度読んだら絶対に忘れない

日本史の教科書』山崎圭一/著 

★YouTube で動画授業を配信する高校教

諭による「ストーリー」に特化した新しい

参考書。 

 
【地理】 
290『なるほど知図帳世界 2020』 

291『なるほど知図帳日本 2020』 

★いまの世界を知るための地図帳。東京五

輪で日本はどう変わる？ 

 
【社会学】 
361『対話する社会へ』暉峻淑子/著 

★本の帯にこう書いてあります。「戦争・

暴力の反対語は、平和ではなく対話です」 

 

【社会保障】 
364『共生保障 <支え合い>の戦略』 

宮本太郎/著 

★困窮と孤立が広がる日本で、どうやって

雇用を増やし、多様な居住のあり方を作り

出せばいいのか。「共に生きる」とは。 

364『ヒーローを待っていても世界は

変わらない』湯浅誠/著 

★然り。だから、まずは現実を見つめるこ

とから始め、自分にできることを考えよう。 

 
【地域社会】 
365『町を住みこなす』大月敏雄/著 

★これからの「居場所づくり」を考える。 

 
【労働】 
366『外国人労働者受け入れを問う 

新版』宮島喬、鈴木江理子/著 

★2018 年末に成立した改定入管法をふま

え、外国人と共に生きる社会を考える。 

 
【社会問題】 
368『本当の貧困の話をしよう』 

石井光太/著 

★国内外の最底辺を取材し続けてきた著

者が、想像を絶する貧困のリアルから様々

な支援の方策までを伝える。 

 
【福祉】 
369『世界中の子どもの権利をまもる

30 の方法』国際子ども権利センター/編 

★国際理解・権利学習の入門書。SDG を実

践的に学べるヒントが満載。 

369『その子の「普通」は普通じゃな

い』富井真紀/著 

★子どもの7人に 1人が貧困というこの国

で、負の連鎖を断ち切るために私たちにで

きることとは。 

369『「なんとかする」子どもの貧困』 

湯浅誠/著 

★“子どもの貧困”に取り組む人たちと課

題解決の最前線を取材し、その諸相を紹介。 
┷369『介護職がいなくなる』 

結城康博/著 

★避けて通れない介護問題。そこに携わる

人をどうやって増やせばよいのか考える。 

 
【教育】 
┷371『世界の教科書でよむ<宗教>』 

藤原聖子/著 

★世界の子どもたちは学校で、他人の宗教

とどう付き合うよう教えられているのか。

9 か国の教科書から実態を探る。 
┷374『給食の歴史』藤原辰史/著 

★おそらくみんなが食べてきたであろう

給食。その歴史と今後の可能性を探る。 

【習俗・風習】 
382『開幕!世界あたりまえ会議』 

斗鬼正一/著 

★私たちの常識は外国から見ると非常識、

その逆もまた然り。世界の驚くべき「あた

りまえ」を紹介。 

383『おにぎりの文化史』 

横浜市歴史博物館/監修 

★日本人のソウルフード、おにぎり。いつ

から握られはじめ、いつから具入りになっ

たのか。その歴史を探る。 

385『世界お産』きくちさかえ/文 

385『世界のすごいお葬式』 

ケイトリン・ドーティ/著 

★★国が違えば出産の様相も違ってくる。

お葬式もそう。各国の出産、そしてお葬式

の現状を紹介。 

 
【自然科学】 

403『理科年表 第93冊(令和2年)』 

国立天文台/編 

404『ナショナルジオグラフィックに

わかには信じがたい本当にあったこ

と』デビッド・ブラウン/編 

★「共食いする星」、「吸血鬼の頭蓋骨」。

本当にあったらしいけど…本当に？ 知り

たい人はぜひ。 

 

【数学】 
410『魔方陣の世界 新版』 

大森清美/著 

★平面の魔方陣、立体魔方陣、図形陣につ

いての概説書。 

410『実験数学読本 2』矢崎成俊/著 

★身近な現象や実験から、「数学がつかえ

る、つくれる、見いだせる」ことを実感で

きる本、第 2 弾。 

 
【物理学】 
┷420『物理のアタマで考えよう!』 

ジョー・ヘルマンス/著 

★身近な現象を物理のアタマで考えてみ

ると、さまざまなからくりが見えてくる。 

【化学】 
430『炭素はすごい』齋藤勝裕/著 

★世界は炭素が支えている。「元素の王様」、

炭素のすごさに迫る。 

 
【生物学】 
♬460『生命科学の静かなる革命』 

福岡伸一/著 

★生命科学という学問分野は、どのように

発展してきたのか。その歴史をたどる。 

460『人間にとって寿命とはなにか』 

本川達雄/著 

★ヒトは生物学的見地から見れば 41.5 歳

が寿命だそうな。その後どう生きるべきか。 

 

【医学】 
490『健康長寿のための医学』 

井村裕夫/著 

★人生の早い時期から自分の体について

考える「ライフコース・ヘルスケア」、発

症する前に<予防>する「先制医療」を解説。 

493『ネガティブ・ケイパビリティ 

答えの出ない事態に耐える力』 

帚木蓬生/著 

★ネガティブ・ケイパビリティとは、どう

にも答えの出ない、どうにも対処しようの

ない事態に耐える能力のこと。 

 
【建築】 
520『消滅遺産』ナショナルジオグラフ

ィック/編 

★バーミヤーンの仏像のように、今では世

界から消えてしまった偉大な建築物を、か

つての姿を記録した写真で紹介。 

 

【ロボット】 
548『超ロボット化社会』新山龍馬/著 

★何でもかんでもロボットがこなす「超ロ

ボット化社会」。遠くない未来の話かも？  

 

 
 
 

【電池】 

┷572『電池が起こすエネルギー革命』 

┷572『リチウムイオン電池が未来を

拓く』吉野彰/著 

★オモテ面でも紹介した吉野彰さんの著

作。私たちが意識せずともお世話になって

いる電池の話。 

 

【製造業】 

┷589『一流はなぜ「シューズ」にこ

だわるのか』三村仁司/著 

★世界で活躍するトップアスリート。その

活躍の陰には、トップクラスのシューズが

あった。 

 

【農業】 
┷616『おいしい穀物の科学』 

井上直人/著 

★穀物の進化や栽培化の過程、食料として

の特性などについて解説。 

┷619『お茶の科学』大森正司/著 

★緑茶、紅茶、烏龍茶。みんな同じ「チャ」

の樹の葉からできた。なぜ風味がこんなに

違うのか、考えたことがありますか?  

 

【森林科学】 

653『秋の樹木図鑑』林将之/著 

★果実や紅葉など秋の見所がある樹木約

400 種類を、葉の形態ごとに並べて掲載し

た樹木図鑑。 

 

【スポーツ】 

780『新・スポーツ生理学』 

三村寛一/ほか編 

★骨格系、筋肉、呼吸器系、循環器系、脳・

神経系など、身体の構造や機能とスポーツ

の関係を、図表を交えて解説。 

780『スポーツと君たち 10 代のため

のスポーツ教養』佐藤善人/編著 

★スポーツに取り組んでいる人、スポーツ

に関する職につきたい人、この本でスポー

ツ教養を身につけましょう。 

 

【言語】 

801『言葉から社会を考える』東京外

国語大学言語文化学部/編 

★世界諸地域の様々な「言葉」と「精神」

について考える。 

 

【日本の文学】 

910『「私」をつくる 近代小説の試み』 

安藤宏/著 

★小説とは言葉で世界をつくること。その

仕掛けの鍵は「私」。文豪の作品を分析し、

「私」とは何かを考え、小説の本質に迫る。 

 

【和歌】 

911.1『マンガでわかる万葉集』 

上野誠/監修 サイドランチ/マンガ 

★万葉集の歌に込められた人びとの思い

を、マンガとともに明らかにする。 

 

【日本の小説】 
♬913『眠れない夜は体を脱いで』 

彩瀬まる/著 

★自分とうまくつきあえない、悩める人々

を解放する短編集。 

913『ライフ』小野寺史宜/著 

★気楽なアパート暮らしをしていた幹太。

あけっぴろげな隣人から頼りにされてい

くうち、自分の中で押し殺してきた「願い」

に気づき…。 

913『夕焼けポスト』ドリアン助川/著 

★夕暮れ時にだけ姿を現すポストには、

様々な人から相談の手紙が届く。ポストの

管理人は、休まずに返事を書き続けるが…。 

913『なめらかな世界と、その敵』 

伴名練/著 

★いくつもの並行世界を行き来する少女

たちの青春を描いた表題作など、全 6 編の

SF 短編集。 

 

【日本のエッセイ】 

♬914『鴻上尚史のほがらか人生相談』 

鴻上尚史/著 

★読者からの質問に、著者が具体的で実行

可能なアドバイスを贈る。「ほがらか」か

どうかは、受け取り手次第!? 

914『人生はいつもちぐはぐ』 

鷲田清一/著 

★ちくはぐじゃない人生なんてない。そう

認識した上で、“思考の肺活量”を高めて

いきましょう。 

 

【外国の文学】 

921『唐詩和訓』横山悠太/編著 

★唐を代表する 4 詩人、李白、杜甫、韓愈、

白居易の詩から 100 首を選び、定型(7 音・

7 音)の平易な訳をひらがなで併記する。 

♬933『吸血鬼ドラキュラ』 

ブラム・ストーカー/著 

★古典ホラーの名作の新訳。吸血鬼・ドラ

キュラ伯爵は雌伏の時を経て大都市ロン

ドンへの上陸を目論む。 

933『エレベーター』 

ジェイソン・レナルズ/著 

★兄の敵討ちのために銃を持ってエレベ

ーターに乗り込んだウィルは、そこで出会

うはずのない「何か」に出会う。 

・数字は本の背ラベルにある分類番号です 

・♬はリクエストされた本です 

・┷は寄贈していただいた本です 


